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会議名 
令和８年度第３回大甕・太田地区学校適正化検討協議会 

（第 9回大甕・太田地区学校適正化検討協議会） 

日時 令和８年８月２７日（木） １８：３０～２０：１５ 

場所 太田生涯学習センター 研修室 

参加者（庁内） 教育委員会事務局長、学校教育課長、こども家庭課長、こども育成課長ほか 

参加者（庁外） 大甕・太田地区学校適正化検討協議会委員及びオブザーバー １４名 

 

【報告事項】 

（１）第２回協議会の振り返りについて 資料１ 

①主要な意見 

 特になし 

②質疑応答 

No 委員からの意見 事務局からの回答 

1 

前回の会議録に、原町第三中学校の後ろが

崖になっており、安全性を気にする方もいる

ので説明を付け加えた方がいいという意見が

あるが、私も同意見で、他の保護者からも話

が出た。災害が起きて避難をすることが多く

なっているが、大甕地区だと大甕小学校が避

難場所だがそこがどうなるのか。原町第三中

学校は土砂災害警戒区域に指定されていると

思うが、合併した後に避難場所が原町第三中

学校になった場合そこの懸念があると思うの

で、どうするかを早めに決めていただきた

い。新しい施設を原町第三中学校にしなくて

もいいのではないか？という意見もある。 

現時点で土砂災害警戒区域に指定はされてい

るが、前回の資料でも話した通り、通常の学校

運営をする分には問題ないということである。

仮に原町第三中学校への再編統合になった際

に、原町第三中学校が避難所になるかどうかに

関しては、避難所の担当部局とも調整しなが

ら、どのような形がよいか調整をしていく。 

（２）オンライン意見箱の意見について 資料２ 

①主要な意見 

   特になし 

  ②質疑応答 

   特になし 

 

【協議事項】 

（１）オンライン意見箱の意見を踏まえた進め方の方向性について 

１ 大甕・太田地区保護者の関心項目について 第２回検討協議会資料２ 

①主要な意見 

○保護者の関心の高いこの５項目の内容を協議していければいいと思う。 
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②質疑応答 

No 委員からの意見 事務局からの回答 

1 

学校外の居場所や不登校に対してのことが

全く触れられてない。子どもたちの第 3の居

場所についても、付け加えていただきたい。 

今後詳細な内容を決めていくにあたり、どの

ような機能を学校に作っていくかの内容につい

ては、フェーズ 2で検討を行う予定である。 

子どもの居場所についての詳細な内容につい

ては、フェーズ 1の段階で進める事は考えてい

ない。 

2 

オンライン意見箱について、意見を寄せた

方が 1名ということで、これほど少数でよい

のかなと思っている。保護者は意見がないわ

けではない。前の協議会の時も、小学校で意

見を聞いた方がいいのではないかと意見も出

たが、結局はオンライン意見箱を設置してい

るだけで、この１名の方の意見だけを参考に

して進めていくのはどうなのか、すごく疑問

に感じている。 

様々な方の意見として、安全面や駐車場の

問題とかいろいろあるが、それでもなぜ原町

第三中学校がいいのかを保護者が納得できな

いと、やはり今後学校種及び学校の位置を決

定していくにあたり、了承は得られない。保

護者の意見が入るような、工夫をしていただ

きたい。 

前回のオンライン意見箱を設置した後にホー

ムページへのアクセス状況を確認したところ、

オンライン意見箱を設置した 1回目のタイミン

グでは、ホームページにアクセスされた回数が

延べ１０８回、そのうち資料等にアクセスされ

た回数が５７回という状況であった。また、２

回目では、ホームページへアクセスされた回数

は１２４回となっており、資料等にアクセスさ

れた回数も６５回と微増している。 

シグフィー等により、保護者の方に周知して

いくことで、少しずつ関心が高まっていると思

っている。今後保護者懇談会や保護者意識調査

を行い、意見の集約を行っていきたいと考えて

いる。 

③決定事項・今後の対応 

 協議事項（１）-１について、事務局案のとおりとする。 

２ 検討・合意の進め方について 第２回検討協議会資料２ 

①主要な意見 

   特になし 

  ②質疑応答 

   特になし 

③決定事項・今後の対応 

 協議事項（１）-２について、事務局案のとおりとする。 

３ 再編後の施設の考え方について 第２回検討協議会資料４ 

①主要な意見 

   特になし 

②質疑応答 

   特になし 
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③決定事項・今後の対応 

 協議事項（１）-３について、事務局案のとおりとする。 

 

（２）大甕・太田地区の通学に係る現状と再編後の想定等について 資料３ 

①主要な意見 

○学区の設定や区域外就学の取扱いについては、今後丁寧に保護者の意見を聞き、それも踏まえ

て仕組みを作っていただきたい。 

○現在、大甕小学校の児童は、ほぼ車による送迎で登下校しており、できるのであればスクール

バスの運用があれば保護者の負担も減ると思う。 

○大甕小学校と太田小学校は車での送迎が基本なので、特に原町第三中学校の位置に一つの学校

になると、送迎の車が集中して混んでしまう。現時点の中学校だけでも混んでいる。山を削っ

て広くするのはかなり厳しいと思うし、駐車場への進入路が狭いので、そこに３校が集中する

となるとあまり明るい未来が見えない。路上駐車する人が増えてくると事故の可能性もあるの

で、今後検討していただきたい。 

○現在車での送迎が多いのは、人数が少なくて集団登校もできないので、安全面を考慮している

家庭が多いからだと思う。仮にスクールバスが導入された場合、通学距離が４ｋｍ未満である

方への説明がすごく大事になってくると思う。車での送迎をしなければいけない保護者も一定

数いるので、原町第三中学校の進入路が狭いことを考えると説明は今後きちんとしてほしい。 

○長距離の通学になる保護者が心配していると思うので、スクールバスも検討していることや、

助成金があることも周知が必要だと思う。 

○現在の社会情勢の中では、送り迎えは必須である。スクールバスの費用面をみると、もっと効

率的な方法があるのではないかと思う。運用方法ももう少し具体的な形で示してもらわないと

何とも言えない。 

  ②質疑応答 

No 委員からの意見 事務局からの回答 

1 

仮にスクールバスが導入された場合、自己

負担でも利用したいとの要望があれば、利用

できるのか。 

通学距離に応じて利用するのが基本的な考え

方になる。 

学校の実態にもよるため、スクールバス導入

を検討する場合でも、これまでの事例に鑑みて

適切な回答ができるように準備したい。 

  ③決定事項・今後の対応 

   オンライン意見箱の意見を踏まえ、次回協議会にて協議会としての方向性を決定する。 

 

（３）現状の大甕・太田児童クラブ及び再編後の児童クラブの想定について 資料４ 

①主要な意見 

○児童クラブは学校と同じ敷地内に設置することに賛成だ。道路を挟んだ場所だと安全面が心配

である。 
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○学校と同じ敷地内に設置するのは賛成である。だが、原町第三中学校の校舎のキャパシティだ

と児童クラブも新築になると思うが、校庭に建物を建てたら、スポ少や部活動の活動に支障が

出るのではないか。以前の協議会の際にも話に出たが、山を切崩すなどの選択肢は厳しいと言

われたと思う。せっかく人数が集まってもクラブ活動の範囲が狭まってくると、本末転倒な気

がする。 

○鹿島児童クラブについて、鹿島児童クラブのキャパシティが足りなくなり、八沢児童クラブに

バスで行っている子がいるという話を聞いたことがある。兄弟で鹿島児童クラブと八沢児童ク

ラブの別々の児童クラブに行っていて、迎えを２か所に行かなければならない保護者がいる。

先々のことをきちんと考えて作っていかないと、鹿島の状況と同じようになることもあるので

はないか。 

○児童クラブを校舎敷地内に作る際は、保護者が直接教室に迎えに行けるような作りにしてほし

い。 

○現在大甕小学校の児童クラブは、２教室使用しており、１室でドッジボールをしていて危ない

時がある。もし児童クラブが新しくなるのであれば、子どもは体力があり余っているので、体

を動かせるような広さがほしい。 

○駐車場に関して、児童クラブの近くだと事故の心配もあるとは思うが、迎えがスムーズになる

近さがいい。 

○学校と児童クラブが同一敷地内にあるのは不可欠であると思う。 

②質疑応答 

   特になし 

  ③決定事項・今後の対応 

   オンライン意見箱の意見を踏まえ、次回協議会にて協議会としての方向性を決定する。 

 

（４）大甕幼稚園の現状及び幼保小連携・接続について 資料５ 

①主要な意見 

○幼稚園の老朽化が進んで耐用年数を超えて維持できないことだけを理由に、幼稚園と小学校が

離れてしまうのはどうなのかと思う。小学校の児童と幼稚園児がいる場合、送迎での負担があ

るためできれば同じ場所に小学校と幼稚園がある方がいい。 

○小中一貫教育で魅力ある学校にするのであれば、幼保小連携をして幼稚園から継続した教育が

できたらいい。幼小が近くにあれば入園する園児も増えるのではないか。 

  ②質疑応答 

   特になし 

  ③決定事項・今後の対応 

   オンライン意見箱の意見を踏まえ、次回協議会にて協議会としての方向性を決定する。 

 

【次回会議の予定】 

 令和８年９月１７日に開催 


